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データキュレーションへの
期待と課題：自然科学から
人文科学まで
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自己紹介
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• 研究分野は情報学。画像
処理や画像データベース
の研究が出発点。

• データ駆動型サイエンス
に発展し、気象情報、地
球環境情報、人文科学情
報などの分野で研究。

• 最近はオープンサイエン
スにも関わる。



オープンサイエンスとは？
• 「オープン」という言葉を梃子にして、
サイエンス（研究）の方向を変える。

• 「よりオープンに」という方向性を共有
する活動を、一語で束ねると見える世界。

• 個々の活動ごとに「オープンサイエン
ス」の意味は異なり、単一の定義は困難。

• 大同団結？同床異夢？個々の活動を超え
る新しい目標を示せるかが問われる。
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オープンサイエンスへの収束
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オープ
ンサイ
エンス

オープンデータ

オープンアクセス

市民科学・クラウ
ドファンディング

研究データ
データ出版
データリポジトリ

コラボレーション・オー
プンイノベーション

オープンピアレ
ビュー

研究の再現性・
透明性・研究
データ保存

超学際研究参加

透明性

協働

共有

メタ研究＝研究（システム）に関する研究



「オープン」の3つの側面
1. 他者が使える（再利用）

• オープンデータやオープンアクセスなど。外部の人
が研究結果を自分の目的に再利用できる。

2. 他者が検証できる（透明性）
• オープンガバメントや研究再現性など。外部の人が

エビデンスを検証し、正当性を判断できる。
3. 他者を受け入れる（参加）

• オープンイノベーションや市民科学など。外部の人
を招きいれ、共に価値を生み出す。
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3種類の研究データ

研究資源データ
研究の入力となるデータ。観測データ
や評価用データセットなど。再利用の
ためのオープン化が求められる。

論文付属データ
研究の出力となるデータ。論文のエビ
デンスとなるデータなど。透明性のた
めのオープン化が求められる。

研究過程データ

研究の入力と出力の間で生み出される
データ。日々の研究活動のエビデンス
となるデータなど。研究不正防止（透
明性）のためのクローズドな長期保存
が求められる。
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事前に提出した講演概要
• 講演者自身の定義は、データの整理・編集・展
示などを通してデータを利活用しやすい形で広
く公開する活動、というものである。

• この概念には、科学研究に関連するデータの循
環を通して、オープンイノベーションや超学際
的研究などを進め、さらに研究の透明性を高め
ることへの期待が込められている。

• 一方、これほど幅広い知識とスキルを有する概
念に対して、それを実際に推進する人材をどう
育成してどう評価するかが重大な課題として
残っている。
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人文科学データのキュ
レーション
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人文学オープンデータ共同利
用センター（CODH）

• 情報・システム研究機構 データサイエン
ス共同利用基盤施設が2016年4月1日に準
備室を開設。2017年4月1日にセンター発
足予定。http://codh.rois.ac.jp/

1. 情報学・統計学の技術を用いて人文学
の研究を行う。

2. 人文学のデータを用いて情報学・統計
学の研究を行う。
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CODH／NII／国文研の共同研究
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歴史的典籍NW事業
日本の歴史的典籍30
万点をデジタル化し、
国際共同研究を推進す
る大型プロジェクト。

人間・文化研究機構
国文学研究資料館が中
心的な役割を果たす。

人文学オープンデータ
共同利用センター
人文学データの研究者
や市民による利用を促
進するオープン化拠点。

情報・システム研究機
構およびNII・統計数
理研究所が関わる。

情報学と人文学の協働により歴史的典籍の課題を解決。



研究者のためのオープンデータ
11月10日プレスリリース
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日本古典籍データセット（国文研所蔵）



日本古典籍データセット
• 2015年11月「国文研古典籍データセッ
ト」（350点）をNIIから公開。

• 2016年11月「日本古典籍データセット」
（700点）をCODHから公開。

• 画像ファイルに加えて、書誌メタデータ
や専門家が付与したタグデータも同梱。

• 翻刻テキストは一部の古典籍のみに付属。
• ライセンスはCC BY-SA 4.0とする。
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画像公開でのIIIF活用

• IIIF (International 
Image Interoperability 
Framework)による多
解像度の画像閲覧。

• 既存のビューアーに
満足できず、独自の
ビューアーを構築。

• Core contributor: Jun 
HOMMA (@2SC1815J)IIIF Curation Viewer
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機械のためのオープンデータ
11月17日プレスリリース

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）

日本古典籍字形データセット
（国文研所蔵・CODH加工）
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機械のための学習データ
• 機械学習用のデータ
セットとして利用。

• 深層学習ライブラリ
Kerasを用いたCNNサン
プルプログラムを配布。

• 座標情報が存在するた
め、文字単位を越えた
問題設定も可。

• 字母の扱いは将来課題。

文字種 文字数
し 3,929
に 3,147
の 2,908
て 2,398
り 2,193
を 2,021
か 1,910
く 1,739
き 1,715
も 1,463

1,521文字種 86,176文字
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人間のための学習データ
• 字形のバリエー
ションを目で見て
確認できる。

• 学習アプリの素材
データにもなる。

• くずし字を読める
人を増やすことが、
データ利活用の好
循環を生み出す。
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市民のためのオープンデータ
11月24日プレスリリース

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）

江戸料理レシピデータセット
（CODH制作）

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）を翻案
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江戸料理レシピデータセット
1. 江戸の料理本をデジタル化
2. くずし字を翻刻
3. 翻刻を現代語訳
4. 現代語訳をレシピ化・公開
5. クックパッドでもレシピ公開
6. つくれぽで個人の経験を共有
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協力：合同会社AMANE



1. 江戸の料理本をデジタル化
• 『万宝料理秘密箱（まんぼ
うりょうりひみつばこ）』

• 初版は1785（天明5）年。
• 素材としての卵一種で１０
０の料理のバリエーション
を楽しむ「卵百珍」。

• 「百珍物」：食べるための
食事から、食を楽しむ生活
への変化という時代背景。
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日本古典籍データセット
（国文研所蔵）



2. くずし字を翻刻

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）

1 是は 大角の 赤干藻一本を 水につけ ほとばかし

2
鍋にいれ 水二合入レて 煎し 布にて 一へん はや
くこし 又鍋へ入レ あつくして

3
たまご十ウを わり込よくよくとき 是も布にて
こし

4
扨右の中へ 黒砂糖を 五十匁 酒すこし入ル 是も
布にてこし

5 此二色を かんてんの鍋の中へ入ル

6
是もすこしづつ 小杓子にて そろそろと かきま
わしかきまわし 入レるなり

7 皆入レてより 又葛粉をすこし 水にてとき入レ

8
扨鍋をぬき 早く折敷にても うちあげ 平めに延
し 入レ物ともに 水に入レ 冷し遣ふ

江戸料理レシピデータセット（CODH制作）
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3. 翻刻を現代語訳

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）

1 大きな赤寒天を1本水に付けてふやかす。

2 鍋に寒天と水2合（360cc）を入れて煮溶かす。

3
②を一度布で素早く漉し、再び鍋に入れて熱す
る。

4 生卵10個をよく溶き、布で漉す。

5
④の中に黒砂糖50匁（200g）と酒少しを入れ、
布で漉す。

6
⑤を寒天の鍋に入れる。小さな杓子で少しずつ
そろそろと混ぜながら入れる。

7
⑤を全て鍋の中に入れたら、葛粉を水で溶き、
鍋に入れる。

8
鍋を火から上げ、素早く中身を容器（折敷）に
広げ、平たく延ばし、容器ともに水で冷やす。

江戸料理レシピデータセット（CODH制作）
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4. 現代語訳をレシピ化

日本古典籍データセット
（国文研所蔵）

1 寒天を水につけて、ふやかします。
2 生卵をよく溶きます。
3 溶いた生卵を布でこします。
4 黒砂糖と酒を入れ、溶かします。
5 4を3に入れ、再びこします。
6 鍋に寒天と水（180cc）を入れて煮とかします。
7 6を布などでこし、再び鍋に入れて熱します。

8
7の熱した寒天の中に、5の卵液を少しずつ入れ
ます。

9
全て入れ終えたら、水でといた片栗粉を鍋に入
れてさっと混ぜ合わせます。

10 鍋を火からあげ、中身を容器に入れます。
11 冷蔵庫で、2時間程度冷やします。

江戸料理レシピデータセット（CODH制作）
2017/01/18

オープンデータとデジタルヒューマニ
ティーズ 22



文字と写真による調理手順

江戸料理レシピデータセット（CODH制作）
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現代の状況に合わせたレシピ
•材料の違い：「葛粉」を「片栗粉」へと、
入手しやすい材料に変える。

•道具の違い：「容器ごと水で冷やす」を
「冷蔵庫で2時間程度冷やす」へと、現代
の道具に合わせて変える。

•分量の違い：「卵10個」を「卵5個」へと
現代の生活にあった分量に変える。
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現代の文化を反映したレシピに「翻訳」



過去のことば・道具・文化
•卜活卵：蒲鉾を藁の太さ程に切る。
•小豆餅卵：ゆで卵を水飴の中に入れ、表面にく
るりと塗る。

•鶉卵：鶉か鳩か□か雲雀か鴨か、その他どのよ
うな鳥にしても、鳥肉を丁寧によく叩く。

•家主貞良卵：上には、行灯の火皿を乗せ、この
中に灰をうすく引き、火を入れて焼く。
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江戸時代の文化を感じさせる記述から、
過去の生活への想像を膨らませる。



江戸料理レシピデータセット
1. 翻刻：全107点

2. 現代語訳：翻刻107

点中20点

3. レシピ化：現代語
訳20点中5点
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http://codh.rois.ac.jp/edo-cooking/

オープンデータ（CC BY-SA）
としてウェブサイトで公開。



クックパッドでもレシピ公開

http://cookpad.com/recipe/4153357
2017/01/18
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クックパッドと日本家政
学会 食文化研究部会が
運営する「クックパッド
江戸ご飯」に参加。

多くの人々が既に馴染ん
でいるウェブサービス
（アプリ）からも、江戸
料理のレシピを活用。



極めて大きな反応
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7478 リツイート 1074 リツイート

https://twitter.com/caille2006/status/80
2575840819089409

https://twitter.com/jouhouken/status/8
01693251052781568



作って食べてみた
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http://www.news24.jp/articles/2016/11/30/07347892.html



得られた教訓
• 「データをクックパッドでも公開する」
と説明すると、人々の顔がぱっと輝く。

• 仮説：クックパッドという現代と江戸料
理という過去のギャップに意外感あり。

• 仮説：馴染みのプラットフォームに入る
と、「自分たちのデータ」と感じる。

• 市民のためのオープンデータ：どこで公
開するかで、インパクトが変わる。
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自然科学データのキュ
レーション
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デジタル台風
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/

• 台風に関する「あら
ゆる情報」を集約。

• 最新状況の把握と過
去アーカイブの検索
がシームレスに接続。

• 利用実績は年間約
2000万ページビュー。

• 研究者のみならず、
一般市民も多数利用。
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アクセス実績推移
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/access/yearly/
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ストリームからメディアへ
• センサからの観測データ：時々刻々生成
され、その意味もダイナミックに変わる。

• データの目利き：流れ行くデータの中か
ら、価値あるデータを拾い出して見せる。

• 現在の文脈との結合：過去のデータと紐
づけると、新たな価値が見いだせる。

• キュレーション駆動開発：データの価値
を展示するシステムを即興的に開発。
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Typhoon Haiyan
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データに対するバイアス

•術後一か月の生存率は９０％です。
•術後一か月の死亡率は１０％です。
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参考：ダニエル・カーネマン「ファスト＆スロー」、早川書房、2012

フレーミング：論理的には等価の記
述が異なる反応（行動）につながる。

前者の表現の方が、手術を選んだ人が圧倒的に多かった。

客観的事実は同じでも、表現から連想する内容は異なる。



データを解釈する文脈
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尾鷲の24時間降水量 稚内の24時間降水量

データはできるだけ孤立させず、解釈の
ための文脈と共に表示する（データの文
脈化）。文脈とは、ランキングや確率表
現、マルチメディア表現、人が実感でき
る尺度などがある。



DIAS : データ統合解析システム
http://www.diasjp.net/
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DIAS =データ＋コミュニティ
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http://www.diasjp.net/about/system/

コミュニ
ティ基盤

データ基盤



DIASのデータマネジメント
1. ドメインの専門家にヒアリングしながら、メ

タデータのフォーマットを決める。
2. メタデータの国際標準を参照しながら、相互

運用性を確保する。
3. メタデータシステム（管理・検索）を構築す

る（または仕様書を書いて外注する）。
4. メタデータの内容をチェックし、システム全

体として一貫性を保つように改善する。
5. メタデータ入力を推進するため、普及活動を

開催しながらコミュニティと付き合う。
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メタデータ
ワーキンググループ

データ提供者作成
データセットドキュメンテーション

データ提供者 情報システム
研究者

メタデータ
入力ツール

当初検討
サンプル
データ

A1 – A6

キーワード

メタデータ標準

インタフェース検討

入力項目確認

アプリケーション

データ分類マトリクス
検索と表示

ドキュメンテーション中の章立て、内容を分
析し，メタデータ項目との対応付けを行う。
データセットごとに内容が異なるため当初の
サンプルデータに対して詳細な検討を行う。.

メタデータ入力ツールは必須メタ
データ項目を含めドキュメントの
章立てに対応

メタデータ形式の検討
データ提供者が作成しているデータセット紹介のドキュメントを分析
ドキュメントに含まれているメタデータの収集
ISO19115（地理空間メタデータ標準）の項目との対応づけ
検索に役立つキーワードについての検討 試行錯誤
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メタデータ入力キャンプ

42

• メタデータの登録が滞っているデータ提供者
に対し、入力方法・入力内容などに関する疑
問に答え、入力を促進する場を設定。

• 2014年7月、11月、2015年2月に実施。
2017/01/18
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IUGONETの事例
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南山 泰之, 超高層大気観測データのメタデータ作成実験経過報告,第2回 SPARC Japan セミナー2016



図書館員がメタデータに挑む
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南山 泰之, 超高層大気観測データのメタデータ作成実験経過報告,第2回 SPARC Japan セミナー2016



段階的な作業
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南山 泰之, 超高層大気観測データのメタデータ作成実験経過報告,第2回 SPARC Japan セミナー2016



持続可能な体制は作れる

2017/01/18
オープンデータとデジタルヒューマニ

ティーズ 46

南山 泰之, 超高層大気観測データのメタデータ作成実験経過報告,第2回 SPARC Japan セミナー2016



研究データとキュレー
ション
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データライフサイクル
• データが誕生してからたどるプロセスを、
段階の遷移として表すモデル。

• 唯一の正解はない。分野ごとにライフサ
イクルの図式は異なる。

• ライブラリアン／キュレーターは、プロ
セスの一部に関わる。

• プロジェクトに適したライフサイクルを、
データの特性に応じて考える。
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循環するもの

https://www.dataone.org/data-life-cycle http://www.data-
archive.ac.uk/create-manage/life-

cycle

2017/01/18
オープンデータとデジタルヒューマニ

ティーズ 49



線形に進むもの

https://www.icpsr.umich.edu/files/ICPSR/
access/deposit/datalifecycle.png

データスチュワードは
PLAN、PRESERVEを担
い、PUBLISH/SHAREは
研究者との共同作業。

USGS
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複雑なもの

http://data.library.virginia.edu/data-
management/lifecycle/
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データライブラリアン
1. データの性質に応じたデータライフサ

イクルを定義し、一部を実行する能力。
2. 組織レベルやプロジェクトレベルの

データ管理計画（DMP）立案。
3. データの利活用と長期保存を見据えた

メタデータ形式の策定・入力支援。
4. データのデポジットやデータ論文など、

共有と公開に向けた作業の支援。
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求められるスキル＠2016年
1. データライフサイクルに関する知識と

DOIなどによるデータ管理の基礎。
2. メタデータ規格や語彙に関する国際標

準との相互運用性を踏まえた知識。
3. データ共有と利活用を促進する方法に

関する基本的な動向の把握。
4. 【上級】研究コミュニティとの議論や

エスノグラフィ的観察に基づき、デー
タ管理システムを設計し構築する能力。
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求められるスキル＠2026年？
1. 人工知能がすべてを代替する？代替可能なス

キルを学ぶのは、人生戦略上まずい。。
2. データ整理はアクセス手段が目的？ならば、

現状の方法にこだわる必要はない。
3. 人工知能を使いこなせるスキルは欲しい（す

べてのライブラリアンに関係）。
4. 人工知能の下で働く？人工知能をより良くす

るために、より良いデータを入力する。
5. 長期的に維持できる価値は何か？
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担い手は若手かシニアか？
• 若手によるデータマネジメント：キャリ
アパスを用意して取り組んでもらおう。

• シニアによるデータマネジメント：最後
のご奉公（？）として貢献してもらおう。

• 若手案の利点：新しい可能性を開拓し、
今後大きく伸びる可能性がある。

• シニア案の利点：豊富な知識と経験があ
るし、キャリアも考えなくていい。。
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Digital Curation @ King’s College 
London

• Libraries, museums, 
galleries, and archives.

• Digitally literate 
professionals to work in 
education and heritage 
institutions.

• Media organisations, 
publishing houses, 
government and industry; 
research institutions and 
healthcare and law firms.
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http://www.kcl.ac.uk/study/postgraduate/taught-
courses/digital-curation-ma.aspx



データキュレーター
• （元々の）キュレーター：美術品の「価
値」を見いだし、展示を企画・実行する。

• データベースキュレーター：データの統
合やアノテーションを通して、データ
ベースの価値を高める作業を行う。

• データキュレーター：編集を通してデー
タの「価値」を高める仕事。

• キュレーターのキーワードは「価値」？
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様々なデータ専門職
• データライブラリアン：データを組織化
する（本来の価値を引き出す）。

• データキュレーター：データを編集する
（プラスの価値を引き出す）。

• データアナリスト（データサイエンティ
スト）：データを（アルゴリズム的に）
分析する。

• データエンジニア：システムを構築する。
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おわりに
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書籍（雑誌）とデータの違い
• 書籍や雑誌：整理・編集済みの最終生産
物だけを扱っていればよかった。

• データ：ライフサイクルの全過程を扱わ
なければならない。

• 関係者（ステークホルダー）やプロセス
が多いため、メタデータも複雑化する。

•その分、未開拓の部分も大きく、これか
ら発展するテーマです！！

2017/01/18
オープンデータとデジタルヒューマニ

ティーズ 60



人材育成
• データと倫理：データの品質や利用に対
する倫理、（将来の）社会に対する責任。

• データであれ書籍であれ、人類の知的成
果を組織化し継承するという役割は同じ。

• 外に出てデータの現場を知り、観察やコ
ミュニケーションをして欲しい。

• 文字と違い人間はデータが読めないので、
分析や可視化の「基本」スキルも欲しい。
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まとめ
• オープンサイエンスは様々な動きの収束
点、大同団結とも同床異夢とも言える。

• 研究データのキュレーションとは、デー
タを編集して新たな価値を見いだすこと。

• 書籍（雑誌）とデータは違いもあるが、
人類の知的生産物を扱う点では同じ。

• データ専門職へのニーズは今後高まるの
で、より多くの人々に参加して欲しい。
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関連ウェブサイト
• オープンサイエンス

• http://agora.ex.nii.ac.jp/~kitamoto/research/open-
science/

• 人文学オープンデータ共同利用センター
• http://codh.rois.ac.jp/

• デジタル台風
• http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/

• DIASプロジェクト
• http://www.diasjp.net/
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